


126

著者紹介

■著者
園�田�茂�人（そのだ・しげと）
東京大学東洋文化研究所・教授。専門は比較社会学、アジ
ア文化変容論、中国社会論。多様な社会調査データを使用
し、中国を中心にアジア各国の社会を研究している。著書
に『中国人の心理と行動』（NHK ブックス、2001 年）、『不
平等国家中国─自己否定した社会主義のゆくえ』（中公新
書、2008 年、第 20 回アジア・太平洋賞特別賞受賞）、『ア
ジアの国民感情─データが明かす人々の対外認識』（中公
新書、2020 年）などがある。

Misook�Lee（李美淑／イ・ミスク）
立教大学グローバル・リベラルアーツ・プログラム（GLAP）
運営センター助教。博士（社会情報学（東京大学））。専門
はトランスナショナルな公共圏、社会運動、ジャーナリズ
ムとメディア。近年の著作に「境界を越える対抗的公共圏
とメディア実践─画家・富山妙子の『草の根の新しい芸術
運動』を中心に」（大野光明ほか編『メディアがひらく運
動史』30-50 頁、新曜社、2021 年 7 月）、『「日韓連帯運動」
の時代─1970 ～ 80 年代のトランスナショナルな公共圏
とメディア』（東京大学出版会、2018 年 2 月）等がある。

Hung-Yueh�Lan（藍弘岳／らん・こうがく）
中央研究院歴史語言研究所副研究員。博士（学術（東京大
学））。専門は日本思想史、東アジア思想文化交流史。近年
の著作に『漢文圏における荻生徂徠─医学・兵学・儒学』

（東京大学出版会、2017 年 12 月）、「會澤正志齋的歷史
敘述及其思想」『中央研究院歷史語言研究所集刊』89-1、
165-200 頁（2018 年 3 月）等がある。



127

Nalanda�Robson（ナランダ・ロブソン）
モナシュ大学大学院生。学際的な焦点から日本学研究に取
り組む。博士論文の主題は高齢化問題、特に、タイの高齢
化に関わる問題を支援する公共知として日本からタイに導
入された加齢関連プロジェクトの政策移転。9 歳で豪州メ
ルボルンに移住するまで幼年期の大半をタイで過ごし、タ
イ語をネイティブ水準で使用する。現在はモナシュ大学人
文学部外国語・文学・文化・言語学科にてティーチング・
アシスタントを務める。

Patricia�G.�Steinhoff（パトリシア・スタインホフ）
ハワイ大学マノア校社会学部名誉教授。博士（社会学（ハー
バード大学））。専門は日本の極左運動、法の社会学、刑事
司法制度。近年の著作に Destiny: The Secret Operations 
of the Yodogō Exiles, University of Hawaiʻi Press, 
2017 [ed.], “Finding Happiness in Japan’s Invisible 
Civil Society,” Voluntas: International Journal of 
Voluntary and Nonprofit Organizations, Vol.26, No.1, 
2015, pp.98-120, Going to Court to Change Japan 
Social Movements and the Law in Contemporary Japan, 
University of Michigan Press, 2014 [ed.] 等がある。





ブックレットGJS�Vol.�3
グローバル時代の日本学研究：GJS講演会／セミナーの成果

2022年1月31日発行
発 行 者　東京大学東洋文化研究所
　　　　　東京都文京区本郷7-3-1（東京大学本郷キャンパス内）
著　　者　�園田�茂人・Misook�Lee・藍弘岳・Nalanda�Robson・�

Patricia�G.�Steinhoff
編　　者　板橋�暁子
印 刷 所　株式会社サンワ
� ISSN�2436-5254





グローバル時代の日本学研究：
GJS講演会／セミナーの成果

表 1表 4

ブックレット GJS
　Vol. 3

ISSN 2436-5254

園田 茂人
Misook Lee
藍弘岳
Nalanda Robson
Patricia G. Steinhoff

1  はじめに
園田 茂人／Shigeto Sonoda

2  第26回GJSセミナー「1970年代～80年代の日韓連帯運動におけるトランスナ
ショナルなコミュニカティブ・ネットワーク」
The 26th GJS Seminar “Transnational Communicative Networks in 
the Japan-Korea Solidarity Movement of the 1970s and 80s”
李美淑／Misook Lee

3  第49回GJSセミナー「十八、十九世紀の漢文圏における相互認識と徂徠学派」
The 49th GJS Seminar “Mutual Perceptions among the Chinese 
Character Cultural Sphere and the Sorai School”
藍弘岳／Hung-Yueh Lan

4  第71回GJSセミナー「高齢化社会の課題に取り組むための日本タイ協力：政策
移転のダイナミクス」
The 71st GJS Seminar “Japan-Thai Collaboration for Addressing the 
Challenges of Ageing Society: The Dynamics of Policy Transfer”
ナランダ・ロブソン／Nalanda Robson

5  第22回GJS講演会「グローバル時代の日本学研究」
The 22nd GJS Lecture “Japanese Studies in the Age of Globalization”
パトリシア・スタインホフ／Patricia G. Steinhoff
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